
【解約】
保険期間中に、保険契約者の意思により保険契約を取りや
めることです。

【解約返れい金】
保険契約を解約した場合に、保険契約者が受け取ることが
できる金銭のことです。保険の種類や契約方式により、返
れい金の有無や金額は異なります。

【契約の解除】
保険契約者または保険会社の意思表示によって、契約が初
めからなかったと同様の状態に戻すことをいいます。ただ
し、多くの保険約款では、告知義務違反などの場合の解除
は保険始期までさかのぼらず、将来に向かってのみ効力を
生じるように規定しています。

【契約の失効】
保険契約が将来に向かって効力を失い終了することをいい
ます。たとえばペットが亡くなった場合は保険契約は失効
となります。

【告知義務】
保険契約の申込みの際に保険会社に対して契約の条件を設
定するための重要な事実を申し出る義務をいいます。この
重要な事項について事実と異なることを申し出た場合、保
険契約が無効となったり、解除されることがあります。

【事業費】
保険会社が事業を行うための経費で、損害保険会計では
「損害調査費」、「営業費および一般管理費」、「諸手数料お
よび集金費」を総称したものです。

【支払備金】
決算日までに発生した保険事故で、保険金が未払いのもの
について、保険金支払のために積み立てる準備金のことを
いいます。

【責任準備金】
将来の保険金支払などの保険契約上の保険会社が負う債務
に対して、あらかじめ積み立てておく準備金をいいます。
これには、次年度以降の債務のためにその分の保険期間に

損害保険用語の解説

対応する保険料を積み立てる「普通責任準備金」、異常な
大災害に備えるための「異常危険準備金」などの種類があ
ります。

【指定紛争解決機関】
2009年6月24日に公布された「金融商品取引法等の一部
を改正する法律」に基づき創設された、金融分野における
裁判外紛争解決機関です。銀行・保険・証券等の業態ごと
に、一定の要件を満たした場合に主務大臣から指定紛争解
決機関の指定を受けることができます。

【損害保険募集人一般試験】
保険募集とは保険契約の締結の代理または媒介を行うこと
をいいます。損害保険の募集を行うためには、代理店登録
または募集人としての届け出をし、損害保険募集人一般試
験に合格する必要があります。損害保険募集人一般試験と
は、損害保険の募集に従事する方に対して、必要な教育と
して一般社団法人日本損害保険協会が主催・実施している
試験です。損害保険の基礎やコンプライアンスなどに関す
る基礎単位と「自動車保険」「火災保険」「傷害疾病保険」
に関する各単位（「商品単位」3単位）の計4単位により構
成されます。なお、それぞれの単位における資格の有効期
限が5年間と定められていますので、更新の際には受験が
必要となります。

【損害率】
収入保険料に対する支払保険金の割合のことで、保険会社
の経営分析や保険料率の算定に用いられます。通常は、正
味支払保険金に損害調査費を加えて正味収入保険料で除し
た割合を指します。

【そんぽＡＤＲセンター】
保険業法に基づく金融庁長官の指定を受けた指定紛争解決
機関である一般社団法人日本損害保険協会が設置する損害
保険会社の営業活動に関する苦情や紛争対応を行う専任組
織。損害保険会社に苦情解決依頼をするなど適正な解決に
努めるとともに、当事者間で解決がつかない場合には専門
の知識や経験を有する弁護士等が中立・公正な立場から紛
争解決手続きを行います。

68



【大数の法則】
サイコロを振って1の目の出る確率は、振る回数を増やせ
ば増やすほど6分の1に近づいていきます。すなわち、あ
る独立的に起こる事象について、それが大量に観察されれ
ばある事象の発生する確率が一定値に近づくということで
あり、これを大数の法則といいます。個々人にとっては偶
発的な事故であっても、大量に観察することによってその
発生率を全体として予測できるということになります。保
険料算出の基礎数値の一つである保険事故の発生率は、大
数の法則に立脚した統計的確率にほかなりません。

【通知義務】
保険契約を締結した後、告知事項のうち、保険会社があら
かじめ定めた事項に変更が生じた場合に、保険会社に遅滞
なく連絡する義務をいいます。故意または重過失によって
遅滞なく通知しなかった場合は、保険契約が解除されたり、
保険金が支払われないことがあります。

【被保険者】
保険の補償を受ける人、または保険の対象になる人をいい
ます。保険契約者と同一人のこともあり、別人のこともあ
ります。

【被保険利益】
ある物に偶然な事故が発生することにより、ある人が損害
を被るおそれがある場合に、そのある人とある物との間に
ある利害関係を被保険利益といいます。損害保険契約は損
害に対し保険金を支払うことを目的とするので、その契約
が有効に成立するためには、被保険利益の存在が前提とな
ります。

【保険期間】
保険の契約期間、すなわち保険会社が責任を負う期間をい
います。この期間内に保険事故が発生した場合にのみ、保
険会社は保険金を支払います。ただし、特に約定がある場
合を除き、保険期間中であっても保険料が支払われていな
いときには保険会社の責任は開始しないため、保険金は支
払われません。

【保険金】
保険契約により補償される事故によって損害が生じた場合
に、保険会社が被保険者にお支払いする金銭をいいます。

【保険金額】
保険事故が発生した場合に、保険会社がお支払いする保険
金の限度額です。その金額は、保険契約者と保険会社との
契約によって定められます。

【保険契約者】
保険会社に対し保険契約の申込みをする人のことで、契約
が成立すれば保険料の支払義務を負います。保険契約者が
同時に被保険者となる場合もあり、他人が被保険者となる
場合もあります。

【保険契約準備金】
保険契約に基づく保険金支払などの責任を果たすために保
険会社が決算期末に積み立てる準備金で、支払備金、責任
準備金等があります。

【保険契約申込書】
保険を契約する際に保険契約者が保険会社に提出する所定
の書類をいいます。保険契約は、保険加入希望者のお申込
みと保険会社の承諾により成立する契約であり、かつ一定
の様式を必要としない契約ですが、口頭による取り決めだ
けでは行き違いを生じ、紛争の原因となるので、保険会社
は所定の保険契約申込書を用意しています。

【保険事故】
保険契約において、保険会社がその事実の発生を条件とし
て保険金の支払いを約束した偶然な事実をいいます。

【保険証券】
保険契約の成立およびその内容を証明するために、保険会
社が作成して保険契約者に交付する書面をいいます。

【保険約款】
保険契約の内容を定めたもので、保険契約者の保険料支払
や告知・通知の義務、また保険会社が保険金を支払う場合
の条件や支払額などについて記載されています。保険約款
には、同一種類の保険契約すべてに共通の契約内容を定め
た普通保険約款と、普通保険約款の規定内容を補充・変
更・排除する特別約款（特別条項）とがあります。

【保険料】
保険契約者が保険契約に基づいて保険会社に支払う金銭の
ことです。
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【免責】
保険金が支払われない契約上の事由のことです。保険会社
は、保険事故が発生した場合には保険契約に基づいて保険
金支払の義務を負いますが、特定の事由が生じたときには
例外としてその義務を免れることになっています。たとえ
ば、戦争その他変乱によって生じた事故、保険契約者が自
ら招いた事故、地震・噴火・津波等による事故があります。
保険約款に「保険金を支払わない場合」等として記載され
ています。

【免責金額】
一定金額以下の損害について、保険契約者または被保険者
が自己負担するものとして設定する金額のことで、免責金
額を超える損害については、免責金額を控除した金額を支
払う方式と、損害額の全額を支払う方式があります。
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